
こんなことを言わせな

いでくれよ！！！ 

 

 中学校生活最後の体育会が終わりました。時間は確実に過ぎていって

ますが、君たちの気持ちの方は切り替わっているでしょうか？誰しも大

きな行事などが終わるとホッとして脱力感に襲われるものですが、今年

の君たちや 3 学年の先生たちにはそれは許されないことです。高校へ進

学するということは、小学校から中学校へ自動的に進学するということ

ではないことを君たちは理解しているはずです。1・2 年の復習プリント

は効率的に利用できていますか？ 手抜きになっていませんか？ 

 これもよく使うフレーズですが、親も先生たちも応援やアドバイスは

できるけど、受験をしてあげることはできません。実力を上げ、合格を勝ち取っていくの

は君たち自身です。 

 ―自分の人生は自分で切り開いていくしか方法はないの

です！ 

これから切り替えが必要になる時期・・・ 

     まず体育会が終わった今！ 

     次は部活動を引退したとき！ 

     そして、夏休みに入るとき・・・・ 

当面はこれらの時期にしっかり切り替えてください！ 

   

 前期の中間考査が 6 月５（木）、６日（金）に実施されます。 

この１学期定期テストの重要性を理解していますか? 

3 年の成績（通知表の評定）は、高校入試に大きく影響します。もち

ろんテストの成績だけではなく、提出物や作品、宿題の提出状況、授

業態度すべてです。それが調査書の内申点に直結することになります。1 年生から計画を

立てて勉強をする訓練を行ってきましたが、今回のテストはその力を発揮すべき時です。

しっかり計画を立てて早めに取り組んでください。 

4 月の分析テストの結果をもとに、いよいよ二者面

談が始まります。二者面談は今回だけではありません。

これからテストの結果がもどるたび、進路希望調査に

変更があるたび、君たちの進路に疑問が出たとき、君

たちが相談をしたいときなど、年間を通じて行ってい

きます。自分の進路について、自分の言葉で思うよう

に話ができていますか。うまく話せない人は、希望があいまいなのと、自信がないことが

原因なのかもしれませんね？ 

自信を持って担任の先生やおうちの人と話ができるように

なってください。そのためには、進路に向けて努力をする

こと！具体的には、希望をはっきりさせること、何のために 

（どういう将来設計を持って）そこに行きたいのか、

そのための努力をしている姿を周りの人たちに認め

てもらえる自分になることです。口先だけで「あそこ

に行きたい」、「あそこは嫌！」などといっても現実

の進路にはつながりません。もう、「どうしようかな

～」という時期ではないことを自覚してください。私立・公立の最終決定まであと６カ月

なんです。今回の二者面談の結果を元に、おうちの人としっかり相談をしておいてくださ

い。それをもとに、夏の 3 者面談を行います。 

 

6 月からいよいよ高校の体験入学が始まります。まずは私立高

校からスタートします。申し込み方法が、ほとんどの高校で Web

申し込みになっています。詳しいことは次回通信でお知らせしま

す。 
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君は違いますか？ 


